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　鉄道信号装置は，装
置の障害が重大事故に
直結する可能性が大き
いことから信頼性とと
もに高い安全性が要求
される。近年，RAMS
国際規格が制定され，
R（信頼性），A（アベ
イラビリティ），M（保
守性），S（安全性）を
観点に，安全性に加え
てアベイラビリティ面

表　アベイラビリティを観点とした
鉄道信号装置の評価手順

図　複数装置間での適用対策の検討
（連動装置と転てつ機に関する対策の組み合わせ）

からの解析・評価も求められつつある。
　そこで，効率的に鉄道信号装置へ対策を適用するため，シス
テムのアベイラビリティを観点とした評価法を提案した（表）。
本手法の特徴は，目標アベイラビリティを達成するために適用
する対策を，信頼性に関わる障害の発生頻度の低減効果と，保
守性に関わる装置停止時間（最大遅延時間）の短縮効果の両面

から評価する点である。
　目標アベイラビリティを，影響人数の低減度にもとづき設定
したケーススタディの結果，本手法の適用により，システム全
体の目標アベイラビリティを効率良く達成するための対策の選
定が可能であることを示した（図）。
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